
本事業の目的と概要

(※) 大学・高等専門学校においてデジタル技術を積極的に取り入れ、学習者本位の教育の実現と学びの質の向上に資するための取組における環境を整備し、
ポストコロナ時代の高等教育における教育手法を具現化し、その成果の普及を図ることを目的としています。本学は、本事業取組①「学修者本位の教育の実現」
実施機関に採択されました。本事業取組①については174件の申請中、44件が採択されました。本学は、北海道内の私立大学で唯一の採択機関です。
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既存の教育支援システムにAI機能を搭載することで、機動性の高いAIを多種多面的に独自に開発（内製）します。これにより、多様な学部教育へ対応できるよ
うにします。また、AIを学生参加型で内製できる仕組みを作り、学生の視点や発想を取り入れます。AIを活用した本事業みにより、医療系大学において、全学的に
学生個人に最適化された学修者本位の教育を実践します。
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北海道医療大学情報センターでは、柔軟なICT活用による教育支援のため、15年以上にわたり、教育支援システムを独自に開発してきました。１行１行をすべて
プログラミングして、システムサイズは十万行となっています。例えば、薬学実務実習支援システムは北海道内100施設以上の病院と薬局でも利用されています。

令和２年度 文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン」(※)として採択

医療系大学における学生参加型AI開発による学修者本位の教育の実現と普及

薬学実務実習支援システム 実務実習前実践演習Web Site 総合学力試験 基本練習問題 Web Site (LOG)



医療系大学における学生参加型AI開発による学修者本位の教育の実現と普及

（１）全学的な情報ネットワーク基盤の整備とメディア機器の拡充を図ります

キャンパス内無線
LAN(WiFi)を充実させて、
誰もがいつでもどこでもAIを
活用できる環境を作ります

（2021年度）

講義室にAIが可視化した
情報を提示できるメディア機
器の拡充を図ります
（2022年度）

（２）既存の教育支援システムを基盤としながら機動性の高いAIを多種多面的に内製します

リメディアル教育を支援しま
す。例：AIがノートやレポー
トの文章をチェックをして文

章表現力を醸成
（2022年度）

（３）数理データサイエンスAI教育(リテラシーレベル)を2020年度より全学部で実施しています

多種多面的なAIがあること
からも、AIに振り回されること
のないよう、全学部でデータ
サイエンス教育を実施します

（2020年度）

本学DX(デジタルトランス
フォーメーション)推進サイト
を通じて、本教育プログラム
を全国へと波及します
（2021年度）

（４）学生がAI開発に参加する授業科目「医療データサイエンス入門」を2022年度に新設します

STEAM教育を導入して、
ロボット動作でプログラムを
可視化するなどして

学修の動機付けを図ります
（2022年度）

個別最適化教育を実現し
ます。例：AIが現状の学修
記録から苦手分野の特定

や将来像を予測
（2024年度）
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予想される(正答率、回答に要する時間)
が(800、57)である問題セット

認定有効期限
令和8年3月31日

AIを学生参加型で開発し
て、学生の視点や発想を取

り入れることで
学習者本位の教育を実践

（2022年度）
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